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小
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長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
立
法
行
為
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
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年
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月
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十
九
日
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号



衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
立
法
行
為
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
条
文
を
追
加
す
る
行
為
」
及
び
「
当
該
条
文
の
施
行
日
を
定
め
る
こ
と
」
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
は
憲
法
第

四
十
一
条
の
「
立
法
」
に
当
た
る
行
為
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
こ
れ
ら
の
行
為
が
、
実
質
的
な
法
規
範
の
内
容
と
法
文
の
表

そ

ご

記
と
の
間
に
形
式
的
な
齟
齬
が
あ
る
こ
と
が
客
観
的
に
明
ら
か
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
、
内
閣
に
お
い
て
法
文
の
表

記
を
実
質
的
な
法
規
範
の
内
容
に
即
し
た
も
の
に
「
正
誤
」
の
官
報
掲
載
の
形
に
よ
り
訂
正
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
実
質
的

な
法
規
範
の
内
容
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
同
条
の
「
立
法
」
に
当
た
る
行
為
で
は
な
い
と
考
え
る
。


